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地域の特色ある教育活動を応援し、開かれた教育環境を推進するための

情報を掲載していきます。 

  新年明けましておめでとうございます。 

  市民の皆様におかれましては、健やかな新春をお迎えのこととお喜び申し 

 上げます。 

  昨年は、いきいき茨城ゆめ国体（サッカー競技）が開催されました。   

  競技期間中は、小学生による応援合戦や中学生を中心とした｢うまかっぺ 

 フェスタ｣でのおもてなしなど、会場を大いに盛り上げていただきました。 

  また、高校生や一般の方々にも大会運営にご協力いただきましたことを心 

        から感謝申し上げます。 

 さて、今年は東京２０２０オリンピックの開催年になり、鹿嶋市でもサッカー競技が開催さ

れます。市では、小中学生にこの世界的なビックイベントを身近で体験してもらいたいとの思

いから、学校単位での観戦事業を計画しています。鹿嶋っ子にとってかけがえのない思い出に

なることを期待しています。 

 本年も市民の皆様のご理解、ご協力を賜りながら、本市の学校教育、社会教育の発展に努め

てまいりますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

 １１月１２日に茨城県中学校駅伝競走大

会が行われ、大野中学校男子が見事優勝

し、初めての全国大会、関東大会への出場

を果たしました。 

 １２月１日に神奈川県で行われた関東中

学校駅伝競走大会は２５位、１２月１５日

に滋賀県で行われた全国中学校駅伝競走大

会では、３９位の成績を残しました。 

 

 

 

学校名 県大会 関東大会 全国大会 

大野中男子 １位 ２５位 ３９位 

鹿島中女子 ４位 ２６位  

 鹿島中学校女子は茨城県駅伝競走大会におい

て第４位となり、２年連続２度目の関東大会出

場を果たしました。 

 関東中学校駅伝競走大会では、２６位の成績

を残しました。 

教育長 川村 等 

↑県大会で優勝した大野中学校の選手 
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大野中学校 茨城県駅伝競走大会優勝！＆全国大会・関東大会出場！ 

鹿島中学校 茨城県駅伝競走大会4位！＆２年連続関東大会出場！ 

中学校駅伝競走大会  

大野中学校 鹿島中学校 



 

 １２月１６日・１８日、茨城県新規事業である遠隔による英語の公開

授業が平井中学校で行われました。 

 遠隔教育システムは、離れた場所にいる者同士が、リアルタイムで映

像や音声などをやり取りすることができるシステムです。人口減少社会

における教育の質の維持向上、多様な学習環境の提供など、様々な目的

がありますが、今回は専門性の高い外部人材による効果的な少人数指導

の在り方を研究することを目的としています。 

 

 指導者は、鹿島中学校にいる高い英語力と指導力をもつ外部人材と英

語教員で、生徒は平井中学校２年生です。 

 離れた場所にいるこの両者が遠隔機器で結ばれ、令和元年１０月から

週４回、遠隔による英語の授業を行っています。 

 教科書で学んだことを生かした発展的な学習を中心に進められ、考

え、判断し、表現する機会、自分の考えや気持ちを伝えあう機会などが

存分に盛り込まれています。 

 公開された授業では、外部ＡＬＴに地球環境を守るために自分たちに

できることを、タブレット端末を用いてプレゼンテーションをしていま

した。 

 授業終了後生徒からは、「学校の先生以外の別の場所にいる先生とも

やり取りできるので楽しいです。」、「授業は英語で行うので、英語を

聞く力も話す力も付いてきました。」と感想を聞くことができました。 

 

 

 

  鹿島中学校でオリパラ教育推進特別授業が行われ、ブライ

ンドサッカーの元日本代表キャプテンとして、リオデジャネ

イロパラリンピック予選などを戦った落合啓士（おちあい 

ひろし）さんを講師として招き生徒たちと交流しました。 

特別授業は２年生を対象とした「体験会」と全校生徒を対

象とした「講演会」を行い、体験会では生徒たちがアイマス

クをしての「目隠し体操」や、公式球（球の中の鈴が鳴る

ボール）を使用した「パス・トラップ」、そして「ウォーキ

ングサッカー」など視覚障がいの疑似体験をしました。 

 

 多くの生徒たちは視覚が制限される中で活動することは初めて

の経験であり、最初は自分のことばかりに必死になっていました

が、落合さんが「大切なのは相手に物事をきちんと伝えること

や、相手の話をよく聞くこと。チームプレーでは、リーダーシッ

プやフォロワーシップを発揮すること。」とアドバイスすると、

生徒たちは徐々に声を掛けあい、相手のことを考えて行動する姿

が見られました。 

 

 

講演会では、これまでの経験をもとに「夢のために努力

することの大切さ」と「周りの人を思いやり勇気を持って

行動することの大切さ」をお話しいただき、生徒たちは真

剣に聞き入っていました。 

オリンピックパラリンピック教育推進特別授業 

 「ブラインドサッカー」 

 

 鹿嶋市の都市計画に関する基本的な方針を定めた「都市計画マスター

プラン」の見直しにあたり、次代を担う若者の意見の集約を図るため

に、子どもまちづくり懇談会が開催されました。 

 この懇談会は、市内公立中学校３年生の代表者２０名が参加し、｢住み

続けたいまち鹿嶋市をつくるには」というテーマのもと、生徒たちの柔

軟なアイディアを今後のまちづくりに生かすことを目的として行われま

した。 

 生徒はそれぞれグループに分かれて話し合い、これから住み続けたい

鹿嶋市を都市計画図に書き込みました。 

 各グループとも、２０年後に鹿嶋市に残したいもの、鹿嶋市に新しく

必要だと思うものを考えて、話し合い、最後に代表者が「わたしたちの

考える“住み続けたいまち鹿嶋市”」の発表を行いました。 

生徒の皆さんからいただいた貴重な意見は鹿嶋市のまちづくりに必要

な資料として、「都市計画マスタープラン」の見直しに生かしていきま

す。 

 １２月７日に鹿嶋市内の小学４年生から６

年生を対象とした「かしま子ども大学」の修

了式が行われました。 

 かしま子ども大学は、子どもの知的好奇心

や学問への興味を引き出すことを目的に令和

元年６月に開校し、県と合同で実施した初回

を含む７回の授業が行われました。 

 授業は鹿島アントラーズＦＣや日本製鉄鹿

島製鉄所など市内の企業や専門的な知識を持

つ市民の方々が講師を務め、様々な学習や体

験を行いました。 

 修了式では、学長の川村等教育長からねぎ

らいの言葉とともに第１期生一人ひとりに修

了証が手渡されました。  

 ～経験は将来の知識に変わる～ 

     「かしま子ども大学」修了式 

        

子どもまちづくり懇談会 
～中学生のアイディアを将来の鹿嶋市に～ 

↑「目隠し体操」を行っている様子 

↑落合さんとミニゲームをしている様子 

↑講演会の様子 

↑
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↑遠隔による授業の様子 

↑タブレット端末を使用して鹿島中 

の先生方とやり取りしている様子 

↑生徒達の考えたまちづくりの発表の様子 

↑グループワークの様子 

 

新たな授業のかたち 遠隔教育 

ー鹿島中教員と平井中生徒によるオンライン英語授業ー 

 

Use your own ideas! 
(あなたの考えを伝えよう！） 

Help each other. 
（お互いに助け合おう） 



劇団四季による 「美しい日本語の話し方教室」が開催されました        

 
高松小中一貫校の 

情報をお届け 

高松小学校 
マスコットキャラ 
まつきさん 

  １２月１３日に高松小学校で、劇団四季の俳優の皆さんを

お招きし、「美しい日本語の話し方教室」が行われました。 

  美しい日本語を話すために、言葉の仕組みや母音と子音に

ついて教えていただき、何度も発声練習することで、子ども

達の声もだんだんはっきりとしてきました。 

  その後、「友達はいいもんだ」の歌を通して、相手に思い

を伝え、歌詞の内容（言葉の意味）を感じ、はっきりとした

言葉で歌うことを学びました。最後には、しっかりと発音

し、美しいハーモニーを奏でていました。 

 １２月１２日に、高松中学校１年生の音楽において，日本

の伝統音楽に親しみ，そのよさを味わう目的で和太鼓の学習

が行われました。 

  講師として、地域の竹川さん、須藤さんの２名にお越しい

ただき、日本の伝統文化である和太鼓の歴史や演奏の仕方を

詳しく教えていただきました。 

  高松地区に伝わるお囃子の演奏も披露していただき、地域

の伝統文化に触れる貴重な機会となりました。 

地域交流「和太鼓」の学習が行われました 

 

 

 

↑発声の練習をする様子 

  ↑和太鼓の練習をする様子 

 １１月２１日にさいたま市で開催された令和元年度全国学校保健・安全研究大会において、

学校保健分野での日々の活動が評価され、波野小学校が文部科学大臣表彰を受賞しました。 

 同校は、平成２６年度から２８年度まで、茨城県から学校保健・学校安全推進校の指定を受

け、生活習慣改善や体力アップなどの様々な取り組みを行い、平成２９年度に全国健康づくり

推進学校優秀校となり、現在も継続して健康教育の推進を行っていることが今回の受賞につな

がりました。 

  

 

 

 １２月１８日に鹿島中学校でビブリオバトルが開催されました。 

 ビブリオバトルとは、自分が読んで面白いと思った本の魅力を決 

められた時間で紹介し、聴者が「読みたくなった」と思う本を選び

投票するゲームです。 

 各学年間及び職員間で勝ち残った生徒３名や先生１名がそれぞれ

紹介したい本を持ち、全校生徒の前で本の魅力について発表し、投

票の結果２年生代表が優勝しました。 

 

↑発表している生徒の様子 

↑優勝した２年生代表の生徒 

 
波野小学校 

  令和元年度文部科学大臣表彰受賞 

 鹿島中学校でビブリオバトル 

～おすすめ本をみんなにプレゼンテーション～ 


